
図 1: 測定セットアップ 

図 2: 同時計数法で読み出した  

32 keV のエネルギー 
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本研究では、福島第一原発事故によって衰退した原木シイタケ産業を復活させるために、屋外

の放射能汚染環境（～0.1μSv/h）においても原木シイタケ栽培に使用する立木を伐採前に非破壊

でスクリーニング検査可能な可搬型の放射能検査装置を開発した。 

本研究では、137Cs の崩壊で生成される 137Ba の 32 keV 特性 X線に着目した。32 keV の特性

X 線は 137Csの存在を示す指標として利用可能で、1 mm程度の薄い鋼材で十分遮蔽できるため、

軽量で可搬性に優れた検査装置を実現できる。これまでの研究で、我々は 1cm厚のヨウ化セシウ

ム結晶シンチレータと 3 インチの光電子増倍管を組み合わせた検出カウンターを 4 個使用したプ

ロトタイプ検出器を開発し、実地試験を行った結果、林野庁の定める基準となる 50 Bq/kg 程度の

微量の放射能濃度を測定することに成功し、伐採前の立木を屋外でスクリーニング検査できる測

定手法を確立した。 

我々は、開発したプロトタイプ検出器を改良し、1 つの

結晶シンチレータに 2 つの光電子増倍管を取り付けて、2

つの光電子増倍管が同時に信号を検出したイベントのみ

を計測する同時計数法を新たに採用した（図 1）。同時計

数の事象だけを選別することで、光電子増倍管が原因で発

生するノイズを低減させ、さらに 2つの検出器で読み出す

ことで得られる光量が増えるため，32 keV のピークのエ

ネルギー分解能を 4.9 keV から 3.5 keV まで向上させるこ

とに成功した（図 2）。これにより、立木由来の特性 X 線

の測定精度が向上し、より低い放射能濃度まで測定するこ

とができるようになる。 

本講演では、同時計数法を採用した新たなプロトタイプ

検出器の開発状況について報告する。 
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